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02　更生保護って何だろう？
04　ホームスタート・ヒタ
06　マイナンバーカードの申請を
　　 職員がお手伝いします！
07　市政情報ピックアップ
08　くらしの情報
　　 ／人権コラム
12　第３回椿ヶ鼻ヒルクライムレース

14　まちの話題
16　ＨＩＴＡＪＩＮ
　　 ／地域おこし協力隊
17　図書館に行こう
18　９月の元気な日田っ子集まれ！
19　児童館・支援施設９月の主な催し
20　「万が一」のときに備えて、緊急
　　 医療情報キットを配布しています
　　 ／市長コラム

　マイナンバーカードの
申請が、市役所の窓口で
手軽にできるようになり
ました。詳細は６ページ
をご覧ください。
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更
生
保
護
っ
て
何
だ
ろ
う
？

■
更
生
保
護
活
動
と
は

　　

皆
さ
ん
は
、
更
生
保
護
活
動
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

罪
を
犯
し
た
人
は
、
裁
判
を
終
え
て
処

分
を
受
け
れ
ば
、
い
ず
れ
社
会
に
戻
っ
て

き
ま
す
。
更
生
保
護
は
罪
を
つ
ぐ
な
い
、

再
出
発
を
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち

直
り
を
導
き
、
助
け
、
再
び
犯
罪
や
非
行

に
陥
る
の
を
防
ぐ
仕
組
み
で
す
。

　

更
生
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
人
の
努
力

次
第
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
本
人
の
努
力
も

必
要
で
す
が
、
更
生
の
意
思
が
あ
っ
て
も

住
む
場
所
や
働
く
場
所
が
な
く
、
社
会
で

の
居
場
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
経
済
的
に

困
窮
し
た
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
り
し

て
、
再
び
、
犯
罪
や
非
行
を
重
ね
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
活
動
は
、
立
ち
直
り
に
必
要

な
指
導
や
助
言
を
行
う
保
護
司
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
「
保
護
観
察
」
や
「
犯
罪
予
防

活
動
」
等
の
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
保
護
観
察
」
は
更
生
保
護
活
動
の
中

心
と
な
る
も
の
で
、
住
む
場
所
や
仕
事
を

見
つ
け
て
地
域
社
会
の
中
で
自
立
し
、
円

滑
に
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕

組
み
で
す
。

　

「
犯
罪
予
防
活
動
」
は
犯
罪
や
非
行
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
民
に
対
す
る
啓
発

や
そ
の
原
因
と
な
る
社
会
環
境
の
改
善
に

努
め
る
活
動
で
す
。

■
活
動
を
支
え
る
人
々

　　
更
生
保
護
活
動
は
、
国
の
機
関
だ
け
で

は
十
分
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
保
護
司
を
は
じ
め
と
す
る
更
生
保

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
積
極
的
に

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
保
護
司
】

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を

地
域
で
支
え
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
法
に
基
づ
き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
民
間
人
と
し
て
の
特
性
や
地
域

の
事
情
に
通
じ
る
と
い
う
特
性
を
生
か

し
て
更
生
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
更
生
保
護
女
性
会
】

　

地
域
社
会
の
犯
罪
や
非
行
の
未
然
防
止

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、

犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年
の

改
善
更
生
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

【
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
】

　

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
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ｅ
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ｎ
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の
略
で
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
少
年

に
対
し
て
、
兄
や
姉
の
よ
う
な
身
近
な

存
在
と
し
て
接
し
な
が
ら
、
一
緒
に
悩

み
、
学
び
、
楽
し
む
こ
と
を
通
じ
て
、

立
ち
直
り
や
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
非
行
防
止
活
動
を
行
う
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

【
協
力
雇
用
主
】

　

犯
罪
や
非
行
の
前
歴
の
た
め
に
定
職
に

就
く
こ
と
が
容
易
で
な
い
人
た
ち
を
、

そ
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
し
、

改
善
更
生
に
協
力
す
る
民
間
の
事
業
主

で
す
。

■
立
ち
直
り
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
力

　　

「
59
歳
の
と
き
で
し
た
。
当
時
、
自
治

会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
と
き
、
保
護
司

で
も
あ
っ
た
自
治
会
長
さ
ん
の
推
薦
も
あ

り
、
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
保
護
司
に
な
っ
た
き
っ
か

け
を
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
日
田
保
護

区
保
護
司
会
の
会
長
を
務
め
る
後
藤
文

　

更
生
保
護
は
、
罪
を
つ
ぐ
な
い
、
再
出
発
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

助
け
、
再
び
犯
罪
や
非
行
を
犯
す
こ
と
を
防
ご
う
と
す
る
活
動
で
す
。

　

社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直
る
た
め
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
係
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

更
生
保
護
っ
て
何
だ
ろ
う
？

立
ち
直
り
を
支
え
る
、
地
域
の
力

　社会貢献活動が終わると、保護司や
保護観察対象者全員で女性会手作りの
料理を食べる。（写真）料理を作るひ
まわり会の皆さん
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日田保護区保護司会
　会長　後藤 文博さん

博
さ
ん
。

　

更
生
保
護
活
動
を
支
え
る
保
護
司
は
、

現
在
38
人
。
更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
24
年
に
開
設
し
た
「
ひ
た
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
咸
宜
」
で
は
、

保
護
観
察
対
象
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
等

の
更
生
保
護
活
動
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
社
会
貢
献
活
動
は
、
作
業
を

通
じ
社
会
の
役
に
立
つ
体
験
や
『
あ
り
が

と
う
』
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
な

ど
、
自
己
有
用
感
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

る
規
範
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、
現

在
、
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
年
２
回
の
剪
定
や
除
草
作
業
等
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
」
と
後
藤
会
長
。

　

保
護
司
は
、
過
去
、
そ
の
身
分
を
伏
せ

て
活
動
を
行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
た

め
、
任
務
や
役
割
等
が
分
か
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
多
く
の
人
に
更
生
保
護
活

動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
広
報
誌
の

発
行
や
県
民
あ
い
さ
つ
運
動
等
の
街
頭
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
後
藤
会
長
は

「
少
し
で
も
更
生
保
護
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

◆

　

「
若
い
こ
ろ
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
わ
る
中
で
、
自
分
で
も
何
か
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
更
生
保
護

活
動
を
始
め
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た

の
は
、
日
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会
「
ひ

ま
わ
り
会
」
会
長
の
長
み
ほ
さ
ん
と
副
会

長
の
井
上
浩
子
さ
ん
。

　

昭
和
62
年
に
更
生
保
護
婦
人
会
と
し
て

本
格
的
に
活
動
が
始
ま
り
、
平
成
15
年
に

改
称
し
現
在
33
人
の
会
員
が
、
保
護
司
と

の
共
同
に
よ
っ
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
日
田
地
区
推
進
大
会
（
社
明
大

会
）
の
開
催
や
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
自
治
会
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
や
料

理
教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

「
活
動
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
会
員

勧
誘
が
難
し
く
、
更
生
保
護
っ
て
何
？
と

思
わ
れ
る
」
と
苦
労
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、
お
二
人
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
が

健
康
で
体
が
動
く
限
り
、
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

◆

　

現
在
、
日
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
会
員
は

10
人
。
会
長
の
宮
﨑
隆
生
さ
ん
は
、
20
年

以
上
前
に
連
合
青
年
団
の
団
長
を
し
て
い

た
関
係
で
、
当
時
の
保
護
司
会
長
か
ら
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
の
話
を
聞
き
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
会
の
設
立
に
携
わ

っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

B
B
S
会
は
、
保
護
司
と
の
共
同
に
よ

る
社
明
大
会
の
開
催
や
社
会
貢
献
活
動
、

研
修
会
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
少
年
た
ち

の
非
行
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
年
に
１
回
行
う
九
重
山

登
山
は
特
徴
的
な
活
動
事
例
と
し
て
全
国

に
紹
介
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
「
最
初

は
、
な
ん
と
な
く
参
加
し
た
と
言
っ
て
い

た
少
年
た
ち
も
、
最
後
は
達
成
感
を
味
わ

え
、
感
動
す
る
ん
で
す
よ
」
と
宮
﨑
会

長
。

　

福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
活
動
の
動
機
を
「
若
い
人
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
の
思
い
に
尽
き

る
の
か
な
ぁ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

悩
み
を
聞
き
、
受
容
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
て
く
れ
る
、
少
年
た
ち
の
未
来
を
開

く
頼
も
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
姿
が
そ
こ
に

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◆

　

現
在
、
日
田
地
区
協
力
雇
用
主
会
の
会

員
は
９
社
。
職
に
就
け
な
い
人
の
再
犯
率

は
有
職
者
の
約
４
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
職
に
就
く
こ
と
は
、
立
ち
直
り
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

会
長
の
宮
崎
正
行
さ
ん
は
、
７
年
ほ
ど

前
ま
で
は
保
護
司
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

「
当
時
の
会
長
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、
更

生
保
護
に
つ
い
て
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
勉
強
を
し
て
み
た
か
っ
た
」

と
、
保
護
司
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

協
力
雇
用
主
会
は
、
自
身
が
会
社
を
経

営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
平
成
６
年

頃
、
当
時
の
保
護
司
会
長
か
ら
、
日
田
地

区
に
雇
用
主
会
が
な
い
の
で
設
立
に
協
力

し
て
も
ら
え
な
い
か
と
話
を
い
た
だ
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
宮
崎
会
長
。

　

「
雇
う
と
き
に
は
、
前
歴
に
関
係
な

く
、
他
の
社
員
と
同
じ
よ
う
に
接
し
ま

す
。
仕
事
の
基
本
は
『
挨
拶
は
、
大
き
な

声
で
き
ち
ん
と
す
る
』
『
時
間
を
守

る
』
で
す
。
」
「
元
気
な
間
は
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

立
直
り
を
決
意
し
た
ひ
と
を
、

　

決
し
て
あ
や
ま
ち
に
戻
さ
な
い
。

　

あ
な
た
の「
お
か
え
り
」の
チ
カ
ラ
で
、

　

支
え
あ
う
社
会
へ
。

日田地区更生保護女性会
「ひまわり会」
会　長　長 みほさん(右)
副会長　井上 浩子さん(左)

日田地区ＢＢＳ会
　会長　宮﨑 隆生さん

日田地区協力雇用主会
　会長　宮崎 正行さん
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　ホームスタートは、子育てに不安や悩みを抱えている就学
前のお子さんがいる家庭に確かな研修を受けたボランティア
（ホームビジター）が訪問し、寄り添って「傾聴（話を聴
く）」と「協働（ともに何かをする）」などを通して、子育
てを応援する活動です。

◆こんな時、お気軽にご連絡ください◆
　・気軽に話せる相手がおらず、家の中にこもりがち
　・子供に泣かれると辛くて、どうしたらよいのか分からな
くなる

　・初めての子育てだけど、誰にも相談できなくて不安でい
っぱい

　・下の子が生まれて、時間がなくて、上の子を遊んであげ
られない

　・一緒に出かけたりゆっくり話を聞いてくれる人がいない

あなたと地域をつなぐ　家庭訪問型子育て支援

ホームスタートを利用してみませんか？ 

▼受付時間
　午前８時30分～午後５時

▼受付曜日
　月～金曜日
※下記に電話でお申し込みください。
※６歳以下のお子さんがいる家庭が対象で、利用は無料
です。
※訪問中に関わったプライバシーに関する情報は個人情
報として慎重に取り扱い、秘密は厳守されます。　 
※ベビーシッターや家事代行は行っていません。

問ホームスタート・ヒタ☎０８０‐６４４９‐２７７０
　チャイルドプラザ☎㉕５３００
　こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

ホームビジターを募集します
　ホームビジターになるには、全８回の講座の受講（無料）が
必要です。原則、全日程に出席できる人で、受講後にボランテ
ィアとして訪問活動に携わっていただける人を募集します。

▼対象
　子育て経験を生かしたボランティアを希望する人
※年齢は問いません。

▼募集数　15人程度

▼ところ　市役所会議室

▼時間　　午前10時～午後４時

▼参加費　無料
※下記に電話でお申し込みください。

▼募集期限　９月30日㈮

開催日 講座内容 開催日 講座内容

10月12日㈬

10月14日㈮

10月28日㈮

11月４日㈮

11月９日㈬

11月18日㈮

11月25日㈮

12月２日㈮

・オリエンテーション
・ホームスタートの内容、意義を学ぶ
　家庭訪問型子育て支援の役割と意義
・家庭とは何か、親とは何か
　価値観の多様性
・子どもの理解

・傾聴の意義と方法１
・傾聴の意義と方法２

・家庭で活動する上でのポイント
　信頼関係、倫理、危機管理
・ホームビジターの実務

・地域子育て支援の実際と連携
　日田市における母子保健サービスについて
・問題や悩みのある家庭への理解

・家庭の中で活動する１
・家庭の中で活動する２

・シェアリング・修了テスト
・修了式、交流会

・修了後の個別面談
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●ウォーキング＆スロージョギングⓇ教室in前津江（出野）

●地方創生に係る金融機関との協定に基づく取り組み
　地域力を磨き、自律したまちづくりに向けて、日田市は金融機関と地方創生に関する連携協定を締結し、
下記の取り組みを行っています。是非、ご活用ください。（平成28年９月１日現在）

問政策企画課政策企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

　平成26年に市内のお勧めコースを募集し「ウォーキン
グ＆スロージョギングⓇマップ」を作成しました。その
中のひとつに前津江町の出野コースがあります。
　健康づくりのために自然を感じながら、ウォーキング
やスロージョギングⓇをしてみませんか。
　

▼とき
　９月22日㈷　午前10時～正午
　（受付：午前９時20分～10時）
　※雨天決行。

▼ところ
　旧出野小学校　体育館（前津江町柚木2194-1）

▼講師
　栗山 緑氏（福岡大学スポーツ科学部）

▼当日について
　前津江地区（出野）のコース約２㎞程度を歩きます。
水分を準備し、動きやすい服装でお越しください。

▼申込方法
　下記に電話で申込み

▼申込期限
　９月16日㈮

　問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

「空家解体・活用、移住への支援」
　空家の解体・活用（リフォーム、防犯設備設置、防
火・耐震工事等）費用及び移住に伴う住宅取得資金等
について、借入金利の優遇や借入条件の緩和

▼実施金融機関
　大分銀行、大分県信用組合、西日本シティ銀行、日田
信用金庫、豊和銀行

「子育てへの支援」
・日田市に在住する18歳以下の人の定期預金につい
て、預入金利の優遇（「ひたっ子すくすく定期」）

▼実施金融機関
　大分県信用組合

・子育て家庭の教育ローン・オートローンの借入金利の
優遇

▼実施金融機関
　豊和銀行

「観光振興への協力」
　観光アプリへの観光情報掲載、市観光パンフレット・
　ポスター等の店頭掲示

▼実施金融機関
　大分銀行、大分県信用組合

「ひた市民健活応援定期」
　「ひた市民健活ポイントサービス事業」に参加してい
る人のうち、
①国民健康保険被保険者（40歳～74歳）の人で特定健康
診査を受診した人
②後期高齢者医療被保険者で、健康診査を受診した人
③日田市が実施するがん検診を受診した人
④健活ポイントを1,000ポイント以上貯めた人
※①～③については、店頭表示金利から0.20％上乗せ。
　④については、店頭表示金利から0.05％上乗せ。

▼実施金融機関
　大分県信用組合

「創業・起業等への支援」
　創業・起業、雇用促進、新商品・新サービスの開発、
観光関連産業・成長産業等への支援に関する融資の新
設、借入金利の優遇

▼実施金融機関
　西日本シティ銀行、日田信用金庫、豊和銀行

※金融機関によって、資金用途や借入の条件、適用金利等が異なり
ますので、詳細は各金融機関の市内店舗にお問い合わせください。
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広報キャラクター
「マイナちゃん」

　マイナンバーカードを作りたいけど、申請の仕方がよく分からない…という人に、市民
課窓口で職員が申請のお手伝いをします。申請は、タブレット端末を利用し、所要時間は
10分程度です。開庁時間内は随時受け付けていますので、お気軽にご利用ください。
　団体でのご希望があれば、事業所や公民館などに職員が出向いてマイナンバーカードの
申請を受け付けることもできます。詳しくは、下記にお問い合わせください。
※振興局でも申請のお手伝いができますので、窓口でご相談ください。
　　　　　　　　　　　問マイナンバーお問い合わせダイヤル☎㉒８３０３（市役所１階）
　　　　　　　　　　　　市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

手続きの進め方

①受付 ②写真撮影 ③オンライン申請 ④申請完了！

※タブレットで撮影する写真は、写真店等で撮影した写真よりも画質が劣りますのでご了承ください。
※マイナンバーカードは、申請から１か月程度で完成します。
　カードができた人には郵便で受取り期間等をお知らせしますので、市役所に受取りにお越しください。

持参するもの

①身分証明書（運転免許証・健康保険証など）
②個人番号カード交付申請書
※紛失した人は窓口でお渡ししますのでお申し出ください。

■マイナンバーカード
　受取時間外窓口を開設

　市役所の開庁時間に都合がつかない人は、是非ご利用
ください。

▼とき　　９月24日㈯・25日㈰
　　　　　午前８時30分～午後５時

▼ところ　市役所１階市民課

マイナンバーカードには
通知カードにはない特徴や機能があります

◆プラスチック製の丈夫なカードです。
◆身分証明書として使えます。
◆ｅ－Ｔａｘなどの電子申請の手続きができます。
◆マイナポータル（インターネットでマイナンバーの
使用履歴を確認できるしくみ。平成29年７月開始予
定）の利用に必要です。

　将来的には、クレジットカードやポイントカードと
しての機能を集約することなども検討されています。
　また、平成29年３月まで
は無料でカードを作ること
ができます。（平成29年４
月以降は未定）窓口が込み
合う前に、是非申請してく
ださい。

マイナンバーカードの申請を
　　　　　　　職員がお手伝いします！
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10
月
１
日
か
ら

オ
ー
ト
ポ
リ
ス
営
業
再
開
予
定

　

熊
本
地
震
の
影
響
で
営
業
を
中
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
営
業
再
開

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ト
ポ
リ
ス
「
ご
近
所
パ
ス
」
で
左

記
の
イ
ベ
ン
ト
が
無
料
で
観
戦
で
き
ま

す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
迫
力
の
あ
る
レ

ー
ス
を
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
多
く
の

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
10
月
か
ら
の
主
な
レ
ー
ス
予
定

・
10
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

　

ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
レ
ー
ス
第
２
戦
・
３
戦

・
11
月
６
日
㈰

　

ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
レ
ー
ス
第
４
戦

・
11
月
12
日
㈯
〜
13
日
㈰

　

九
州
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
手
権
第
５
戦

問
㈱
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
☎
55
１
１
１
１

　

上
津
江
振
興
局
☎
55
２
０
１
１

日
田
市
霊
き
ゅ
う
自
動
車
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
募
集

　

日
田
市
霊
き
ゅ
う
自
動
車
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

（
案
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役

　

所
３
日
以
内
窓
口
、
市
民
課
、
各
振
興

　

局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

　

（
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を

　

除
く
10
か
所
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
市
民

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
持

参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

■
募
集
期
限　

10
月
３
日
㈪　

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
民
課
１
階
）

　
　

㉒
８
２
４
４

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

　

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
人
権
施
策
の
取
り

組
み
を
検
証
し
、
今
後
の
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
「
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

９
月
10
日
㈯
〜
30
日
㈮

■
対
象　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人
で
、
無
作
為
に
抽
出
し

た
１
２
０
０
人

　

対
象
と
な
っ
た
皆
様
に
対
し
て
調
査
用

紙
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
た
明
る
く
住
み
よ
い

日
田
市
を
目
指
す
た
め
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
人
権
・
同
和
対
策
課
啓
発
推
進
係

　

☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

畜
産
堆
肥
の

施
用
に
対
す
る
補
助
制
度

　

市
で
は
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
連

携
に
よ
る
循
環
型
の
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、
集
落
営
農
組
織
や
地
域
の
団
体
等
で

市
内
で
生
産
さ
れ
た
畜
産
堆
肥
を
施
用
す

る
場
合
、
購
入
価
格
が
１
ト
ン
当
た
り
二

千
円
以
上
の
堆
肥
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
１
ト
ン
当
た
り
千
円
を
補
助
し
ま

す
。

※
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係　

　

☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

住
宅
改
造
助
成
を
行
い
ま
す

　

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
高
齢

者
が
住
ん
で
い
る
住
宅
を
、
高
齢
者
に
適

す
る
よ
う
に
整
備
す
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
、
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事　

玄
関
、
浴
室
、
便

所
、
廊
下
、
台
所
、
段
差
解
消
等

■
助
成
額　

基
準
額
の
３
分
の
２
以
内

（
基
準
額
の
上
限
は
60
万
円
。
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険

の
住
宅
改
修
を
含
む
）

■
申
込
期
限　

９
月
15
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

特
別
労
働
相
談

　

県
で
は
、
労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ

ず
、
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
に
弁
護

士
・
社
会
保
険
労
務
士
が
応
じ
る
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
21
日
㈬

　

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15
分

■
と
こ
ろ　

日
田
総
合
庁
舎
４
階
会
議
室

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　

商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　

☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

屋
外
広
告
物
設
置
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

日
田
市
内
で
屋
外
に
広
告
物
を
設
置
す

る
場
合
は
、
大
分
県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
き
、
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
濫
す
れ
ば
、
良

好
な
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
落

下
、
倒
壊
に
よ
る
危
険
や
交
通
安
全
上
の

問
題
も
発
生
し
ま
す
。

　

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

許
可
申
請
の
必
要
性
の
有
無
は
、
事
前

に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
広
告
物
…
営
利
、
非
営
利
を
問
わ

ず
、
看
板
や
貼
り
紙
、
建
物
や
工
作
物
な
ど
、

屋
外
に
掲
示
又
は
表
示
さ
れ
る
も
の
な
ど
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

お
知
ら
せ

くらしの情報
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自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申
請
手
続
き

各
振
興
局
で
で
き
ま
す

　

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
、
市
民
課
で

の
み
受
け
付
け
て
い
た
自
動
車
臨
時
運
行

許
可
申
請
手
続
き
が
、
各
振
興
局
で
も
受

け
付
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
続
き
の
際
は
お
近
く
の
振
興
局
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係 

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

混
ぜ
れ
ば
ご
み

　
　
　
　
　

分
け
れ
ば
資
源
！

「
ざ
つ
紙
」
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
は
な
く

「
資
源
物
」
で
出
し
ま
し
ょ
う

　

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
中
に
た
く
さ
ん

の
「
ざ
つ
紙
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
汚
れ
て

い
な
い
ざ
つ
紙
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
は
な

く
、
分
別
す
れ
ば
、
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル

と
同
じ
資
源
物
で
す
。
菓
子
箱
、
包
装
紙
、

メ
モ
紙
等
の
「
ざ
つ
紙
」
は
、
紙
袋
又
は
、

大
き
い
紙
封
筒
に
入
れ
て
「
資
源
物
」
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
源
物
で
出
せ
る
も
の

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
・
菓
子
箱
・
包
装

紙
・
は
が
き
・
名
刺
・
封
筒
（
窓
空
き

封
筒
の
セ
ロ
ハ
ン
部
分
は
取
除
く
）
・

メ
モ
紙
・
紙
切
れ
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
・
た
ば
こ
の
箱
な
ど

■
資
源
物
で
出
せ
な
い
も
の
（
燃
や
せ
る

ご
み
）

　

圧
着
は
が
き
（
見
開
き
で
剥
が
せ
る

紙
）
・
防
水
加
工
紙
（
紙
コ
ッ
プ
や
紙

皿
な
ど
）
・
油
紙
・
写
真
、
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
紙
・
金
、
銀
箔
色
の
入
っ
た
酒

　

箱
等
・
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
）
・
カ
ー

ボ
ン
紙
（
宅
配
の
複
写
式
伝
票
）
・
臭

い
の
つ
い
た
紙
箱
（
石
け
ん
・
洗
剤
・

線
香
な
ど
の
紙
箱
）

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
も
り
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
に
…

　

店
頭
な
ど
で
勧
誘
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
実
は
希
望

し
て
い
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
が
つ
い
て

い
る
カ
ー
ド
だ
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
の
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
は
、
特
典
が
優
遇
さ
れ
る
反
面
、
年

会
費
が
発
生
し
た
り
、
決
済
機
能
が
あ
る

た
め
に
保
管
等
に
注
意
が
必
要
に
な
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
勧
誘
さ
れ
て

も
詳
し
い
説
明
を
求
め
、
納
得
で
き
な
け

れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
４
〜
６
月
分
の
相
談
実
績

・
相
談
件
数　

64
件

・
救
済
金
額　

３
５
９
万
９
４
０
２
円
（
27
件
）

問
日
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
緩
和
ケ
ア
に

つ
い
て
の
講
演
会
及
び
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

９
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

済
生
会
日
田
病
院
大
会
議
室

■
参
加
料　

無
料

※
予
約
不
要
。

問
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
大
分

県
支
部
☎
０
９
７
８
‐
４
２
‐
５
６
２
１

　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
」
開
催

■
と
き　

　

９
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ

　

Ｋ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
（
寿
通
り
商
店
街
）

■
参
加
費　

１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　

☎
㉖
３
５
０
１

　

長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
募
集

■
と
き

　

10
月
３
日
㈪
〜
12
月
28
日
㈬
の
38
日
間

（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

　

午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象　

資
格
取
得
を
希
望
者
す
る
人

■
募
集
数　

15
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

　

６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

☎
㉓
３
５
３
５

　

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
度
ひ
と
山
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

大
山
町
の
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公

園
の
ひ
と
山
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

一
環
と
し
て
、
育
林
活
動
（
下
草
刈
）
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
福
岡
都
市
圏
の
水
瓶
で

あ
る
水
源
林
上
流
域
と
下
流
域
の
住
民
相

互
の
交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
育
林
活
動
を

通
し
て
、
福
岡
都
市
圏
の
人
と
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

　

９
月
24
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

　

田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

※
参
加
希
望
の
人
は
９
月
14
日
㈬
ま
で
に
左
記

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
大
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　

☎
52
３
１
０
１

健
康
・
福
祉

募
集
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タ
ウ
ン
情
報

日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座

　

仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
を
持
ち
た
い
！

資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
し
た
い
！
と
い

う
人
を
対
象
に
、
日
商
簿
記
３
級
受
験
対

策
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
５
日
㈬
〜
11
月
18
日
㈮

　

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
計
18
回
）

　

午
後
７
時
〜
９
時

※
10
月
10
日
㈷
・
31
日
㈪
は
除
く
。

■
と
こ
ろ　

　

日
田
商
工
会
館
４
階　

議
員
サ
ロ
ン

■
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

■
募
集
数　

20
人
（
先
着
順
）

※
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト

又
は
日
田
商
工
会
議
所
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　

日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
候
補
者
選
定
試
験

■
採
用
職
種　

　

消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
含
む
）　

■
採
用
予
定
数　

若
干
名

■
受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
、
又
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を

有
す
る
人
で
、
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
男
性
及
び
女
性　

ほ
か  

■
第
１
次
試
験
日　

10
月
16
日
㈰

※
受
験
申
込
書
は
、
日
田
消
防
署
、
市
役
所
３

日
以
内
窓
口
及
び
総
務
課
、
各
振
興
局
・
振

興
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
23
日
㈮

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.b-net.kcv.jp/~

　

hita-fd/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

　

☎
㉔
２
２
０
４

日
田
市
交
通
安
全
大
会

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　

９
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

パ
ト
リ
ア
日
田　

大
ホ
ー
ル

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

　
　
　

9
月
22
日
は
「
バ
ス
の
日
」

　

バ
ス
の
日
に
市
内
循
環
バ
ス
に
乗
っ
て

み
ま
せ
ん
か
！

■
と
き

　

9
月
22
日
㈷　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

日
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
内

■
内
容　

ひ
た
は
し
り
号
１
日
無
料
乗

車
、
バ
ス
の
貯
金
箱
（
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
）
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
バ
ス
の

乗
り
方
相
談
会
ほ
か

※
参
加
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

交
通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

平
成
28
年
度
日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

■
と
き　

　

９
月
30
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

パ
ト
リ
ア
日
田　

大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、
市

営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　

☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
田
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
協
力
会
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
募
集

　

日
田
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
と
は
、
会
員
制
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
と
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
で
き
な
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
入
院
中
の
洗
濯

や
買
い
物
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
日
田
社

会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
㉔
７
０
２
６

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い

環
境
を
お
届
け
し
ま
す

□
対
象　

旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容　

軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
工
事
費
用　

申
込
者
が
材
料
・
工
費
の

実
費
程
度
を
負
担

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

９
月
30
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
会
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
・

選
考
の
上
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。
工
事

は
打
合
せ
の
上
、
９
月
か
ら
10
月
の
間
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　

☎
㉔
９
２
８
８

熊
本
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
収
益
全
額
を
熊
本
震
災

復
興
支
援
と
し
て
寄
附
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
開
演

　

パ
ト
リ
ア
日
田　

小
ホ
ー
ル

※
入
場
料
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
隈
診
療
所
☎
㉒
０
０
３
３

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

□
参
加
費　

１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）
、
企
業
・
飲
食
ブ
ー
ス

１
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限　

９
月
７
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　

☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

　
親
御
様
（
本
人
含
む
）
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

婚
活
応
援
・
無
料
相
談

　

完
全
予
約
制
の
個
別
相
談
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

９
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

複
合
文
化
施
設
（
ア
オ
ー
ゼ
）

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
＆
Ｂ

　

☎
０
９
７
７
‐
７
５
‐
９
８
８
４

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
祭
21
」
秋
祭
り

　

屋
台
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ベ
ン
ト
、
抽
選
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
17
日
㈯　

午
後
５
時
〜
７
時

　

ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
（
大
字
三
和
）

問
ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
☎
㉓
７
５
２
５

月
出
山
岳
で
の
観
月
祭

　
　
　
　

〜
夕
日
と
夜
景
と
月
の
観
賞
〜

□
と
き
・
と
こ
ろ　

９
月
17
日
㈯　

　

午
後
５
時　

月
出
山
集
会
所
集
合

□
募
集
数　

50
人

□
参
加
費　

５
０
０
円

※
左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

９
月
12
日
㈪

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
吉
田
）

　

☎
０
８
０
‐
６
２
５
２
‐
４
４
５
１

　
　

㉔
８
１
３
３

学
ぼ
う
！
い
じ
め
の
方
程
式

　

大
人
の
私
た
ち
が
今
知
っ
て
お
く
べ
き

こ
と
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
開
演

　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

　

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

品
田
奈
美
氏

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
未
来
の
子
ど
も
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
分

　

☎
０
９
０
‐
６
６
３
０
‐
８
４
１
５
（
平
山
）

「
敬
老
の
日
」
ボ
ウ
リ
ン
グ
ご
招
待
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

９
月
19
日
㈷　

午
前
10
時
〜
閉
店
ま
で

　

日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル

□
対
象　

60
歳
以
上
の
人

□
参
加
費　

無
料
（
２
ゲ
ー
ム
と
靴
代
）

※
60
歳
未
満
の
同
伴
者
は
、
２
ゲ
ー
ム
ま
で
１

ゲ
ー
ム
あ
た
り
３
５
０
円
。
（
靴
代
別
）

問
日
田
ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル
☎
㉓
５
６
５
６

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

相
続
や
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供
託
、

訴
訟
等
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

　

９
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

パ
ト
リ
ア
日
田　

創
作
室

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

□
と
き　

10
月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
来
所

の
受
付
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

　

土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

□
電
話
相
談

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

□
来
所
相
談　

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
大
分
市
）

問
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「当たり前」ではない現実
講
座
・
試
験

イ
ベ
ン
ト

゛

くらしの情報Information 9．1 　　次回の広報ひた9月15日号は、9月15日㈭に発送します。

　70年前、選挙権年齢が25歳から20歳に引き下
げられて以来の「大改革」といわれた今回の法
改正による18歳選挙権の導入。
　70年前は年齢の引き下げと同時に、『女性』
にも初めて参政権が認められました。1946年
（昭和21年）、戦後初の衆議院選挙から女性に
選挙権と被選挙権が与えられ、約1,380万人の女
性が投票所に足を運びました。このとき一挙に
39人の女性議員が誕生し、当時の衆議院議員の
うち女性が占める割合は8.4％となり、世界平均
の３％と比べ高水準となりました。
　2015年の女性の衆議院議員は45人（約9.5％）
で、70年前と比べほとんど増えていません。ＯＥ
ＣＤ（経済協力開発機構）が発表した「2015年国
会議員に占める女性の割合」は、加盟34か国中、
日本だけが10％に達しておらず、しかも2011年か
ら５年連続して最下位。なぜ、日本はこのような
状況から抜け出せないのでしょうか。
　「婦選獲得同盟」を設立し、女性参政権獲得運
動のリーダーとなった市川房枝さんが85年前に
『いままで政治は男の仕事で、女は決して携わら
ないもの、女は家の中でご飯を炊いたり、子ども
を育てたりと世間で決めていましたし、また女の
人自身も長年そうだと思い込んで暮らしてきまし
た』と語っています。女性に参政権がなかった時
代、誰もが当たり前だと思っていた「男は仕事
（政治）、女は家事」、「育児・介護は女の仕
事」の概念が、85年の時を経てもなお根強く残っ
ており、女性の政治参加や社会進出を阻む一因で
あり続けているようです。
　カナダのトルドー氏は、首相就任後、閣僚を
男女それぞれ15人ずつ任命しました。その理由
を「2015年だからさ」とあっさりひと言で答え
ています。そして、このひと言には“今はそれが
当たり前でしょ”という思いが込められているよ
うです。
　政治・経済・社会・文化面の利益などを男女が
平等に享受するための様々な動きがありますが、
深く考えすぎない“簡単かつ明瞭な意識改革”も重
要なポイントになるのかもしれません。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）
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　晴天に恵まれた７月31日、大山町中川原交差点から前津江町地域活性化センターまでの全
長13km（平均斜度5.4％）の登り坂を、競技用自転車（ロードバイク等）で一気に駆け上が
る「第３回椿ヶ鼻ヒルクライムレース」が盛大に開催された。
　参加した351人の選手は、13カテゴリーに分かれてスタート。今大会から実業団公認レー
スとなり、実業団所属の選手たちも多数参加した。
　坂道を自分自身の体と自転車だけで必死に駆け上がってくる選手たちの姿に、沿道から送る
声援にも熱がこもっていた。
　最後まであきらめずに完走した選手の顔は、清々しく、生き生きとしていた。

第３回椿ヶ鼻ヒルクライムレース
（第１回ＪＢＣＦ椿ヶ鼻ヒルクライム）
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輝け！未来のオリンピアン
　７月26日から29日に開催された「第54回大分県中
学校総合体育大会」で優秀な成績を収め、九州大会
や全国大会への出場を決めた選手15人が、８月２日、
市役所に報告に訪れた。出場選手を代表して東部中
学校バドミントン部の金丸楓佳さんが「地震の被害
で元気がない大分・熊本に、スポーツで未来の希望
を伝えたい」と力強く決意表明した。

上津江の夏！夏祭りを盛大に開催
　８月６日、道の駅せせらぎ郷かみつえで、上津江
夏祭りが開催された。天気にも恵まれ、町内外から
約700人の来場者で賑わった。道の駅敷地内の池で
は、上・中津江の若者によるシンクロナイズドスイ
ミングも披露され、会場を沸かせた。祭りの最後に
は、花火が打ち上げられ上津江の夏を存分に満喫で
きた一日となった。

いづの夏祭り
　8月13日、いづの夏祭りが旧出野小学校体育館で
開催され、帰省客や地元住民など約300人が来場し
た。藤蔭高等学校吹奏楽部による演奏やミニ四駆走
行会、バルーンアートなどが催された他、わた菓子
やカキ氷などの出店が並び、地元の懐かしい雰囲気
に、来場者はふるさとの夏を楽しんだ。地元のいづ
の倶楽部を中心に、毎年開催されている。

日田で仕事に出会う！
　仕事を探す人と人財を探す企業の出会いの場とし
て、「ジョブカフェ　ビジネス合コン」が８月12
日、マリエールオークパイン日田で開催された。
　求人企業30社が出展した会場では、ＵＩターンで
日田市に移住を考えている人や就職活動中の学生等
が希望のブースを訪問し、企業概要や福利厚生等の
説明を聴いて担当者と熱心なやり取りを交わした。

かなまるふうか
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

復興を祈念！大山ダムライトアップ
　大山町の大山ダムで７月16日から24日にかけて
「熊本地震復興支援ウォール大山ライトアップナイ
ト」が開催された。今年の４月に発生した熊本地震で
被災した大山町をはじめ、日田市の復興を応援するた
めに大山ダムが実施したもの。ダムに設置されている
提頂道路のＬＥＤ照明や色が変化していく提体照明に
照らされて、ダムは幻想的な空間となった。

大山振興局移転
　庁舎の老朽化と出水期の浸水被害の対策から、７
月１日に大山振興局が旧大山小学校跡地（旧振興局
向かい）に移転し、７月26日、関係者約100人が出
席する中、その開所式が執り行われた。
　式典の前には、これからの大山町の未来を担って
いく大山小学校の子供たち６人による力強い烏宿太
鼓の演奏が行われた。

日田梨の季節になりました
　７月27日、市内山田原の日田梨選果場で「平成28
年度日田梨旬入り宣言」セレモニーが行われた。梨
部会の梶原智俊部会長が「昨年は天候不順や台風の
影響で過去最低の生産状況だったが、今年は実の太
りが良く期待ができる」とあいさつした。「四季を
通して日田の梨」のキャッチフレーズのようにこれ
から年明けの１月まで梨の出荷が続く。

私たちが“きれいな水”でつなぐ
　７月28日、日隈公民館で、市内18校の小学校４年
生が「きれいな水をバトンタッチ」するために話し
合う、第13回三隈川サミットが開催された。地域や
学校、自分たちで取り組んでいる事などを発表・報
告して意見交換を行った。最後に「みんなで自然を
大切にして、下流の人も使う水を、きれいなまま届
けよう」とサミット宣言を行った。

うしゅく
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淡窓図書館に講談社「おはなし隊」がキャラバンカーでやって来る！

新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　９月24日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

土日 月 火 水 木 金

26

12

５

19

９月の休館日（○…休館日）

４

11
18
25

大好き！図書館

　講談社の「全国訪問おはなし隊」がやってきます。
　「おはなし隊」による読み聞かせやキャラバンカーの見学
が楽しめます。ご家族お揃いでお越しください。

■とき　
　９月22日㈷
　午前10時30分から１時間程度
■ところ
　淡窓図書館　西側駐車場
■参加料
　無料

淡窓図書館に講談社「おはなし隊」がキャラバンカーでやって来る！

ジハーディ・ジョンの生涯
ロバート・バーカイク／著
野中香方子／訳
文藝春秋
　工科大学の物静かな学生が、Ｉ
Ｓの処刑人として後藤健二さんを
殺害するまで、クウェート難民と
してロンドンで育った少年は、な
ぜイスラム国の斬首人となったの
か。ただひとり彼と会ったジャー
ナリストによる評伝。

こうくんと ちいさなゆきだるまの
なつやすみ
はせがわさとみ／作
小学館
　真夏の海辺に突然、大きな潜水
艦が現れた。なかから出てきたの
は…こうくんが冬に作ったちいさ
なゆきだるま！「ぼくたちゆきだ
るまもなつやすみ！」おひさま大
賞受賞作第２弾。

ラストナイト
薬丸 岳／著
実業之日本社
　菊池正弘が営む居酒屋に、古い友人
で刑務所を出所したばかりの片桐達夫
が現れた。かつてこの店で傷害事件を
起こしてから、妻とも離婚し、32年も
の間に何度も犯罪に手を染めてきた男
だ。獣のような雰囲気は人を怯えさ
せ、刺青に隠された表情からは本心が
全く分からない。
　著者新境地！魂を震わす衝撃のミス
テリー。

蔵書点検のため休館します
　図書館に所蔵している全ての本の点検作業を行
います。作業期間中は図書館を休館します。利用
者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

■とき　９月７日㈬～15日㈭
※本は玄関横の返却ポストに返却してください。

13

27

６

20
28

７

14
21

８
１

22
29

15

９

16
23
30

２
10

17
24

３

※22日㈷：特別開館日。
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　私が中津江に移住し、８月末で１年になります。この１年のう
ちに参加させていただいたイベントやお祭り等を通し、村の皆さ
んとの交流が深まり、たくさんの優しさと温かさに触れることが
できたこと、心から嬉しく感じています。
　地域おこし協力隊に着任して２年目、「地域のためにできるこ

とは何か」を常に念頭に置き、皆さんの地
域おこしのお手伝いをしていきたいと思い
ます。
　そして、自然豊かな村での暮らしを私自
身も満喫し、村での暮らしを楽しみたいと
思います。
　これからもよろしくお願いします。

地域おこし協力隊活動③

人々の優しさに触れて 　７月１日に地域おこし協力隊員として委嘱さ
れ、早２か月が経ちました。
　着任して初めての地域行事である村内の宮園津
江神社の祭事「老松様の麦餅つき祭」に参加させ
ていただき、初めてふんどし姿になるなど、非常
に貴重な体験をさせていただきました。
　今後も、地域の行事や祭りに積極的に参加して
中津江村を知っていきたい
と思っています。もし、私
を見かけることがありまし
たら、声を掛けていただけ
ると幸いです。

今回は中津江地区で活躍している福士さん、庄野さんのご紹介です！

　

「
仕
事
に
対
し
て
は
す
べ
て
前
向

き
！
」
と
明
る
く
語
る
の
は
、
農
業

後
継
者
と
し
て
梨
園
で
働
く
判
田
晋

作
さ
ん
。
就
農
し
て
今
年
で
３
年
目

に
な
り
ま
す
。

　

「
仕
事
を
始
め
る
前
に
一
日
の
計

画
を
立
て
て
か
ら
現
場
に
向
か
う
。

日
々
の
草
刈
り
は
欠
か
さ
な
い
」
と

い
う
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
な
が
ら
農
業

に
励
ん
で
お
り
、
日
頃
か
ら
誰
に
見

ら
れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
園
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

判
田
さ
ん
は
、
日
田
市
内
の
高
校

を
卒
業
後
、
県
外
で
建
築
・
サ
ー
ビ

ス
関
係
の
仕
事
に
就
職
。
約
10
年
間

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
後
、
28
歳
の

時
に
父
親
が
病
に
倒
れ
た
た
め
、
梨

園
の
後
継
者
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
母
親
と
２
人
で
切
り
盛
り
し
て

い
ま
す
。
判
田
さ
ん
は
、
長
男
と
い

う
こ
と
も
あ
り
「
い
つ
か
は
農
業
を

継
ぐ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
就

農
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
語

り
ま
す
。

　

就
農
当
初
は
、
農
業
の
知
識
や
経

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

梨
づ
く
り
の
喜
び
感
じ
て
ま
す
！

庄野周平さん福士祥子さん

験
が
な
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

っ
た
た
め
、
母
親
や
農
業
者
仲
間
に

相
談
し
た
り
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
な
が
ら
、
得
た
知
識
を
頼
り
に
進

め
て
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
農
業
用

機
械
を
木
に
ぶ
つ
け
た
り
、
消
毒
す

る
時
期
が
遅
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
失
敗
を

避
け
る
た
め
、
周
り
の
人
に
聞
い
て

か
ら
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た

の
で
大
き
な
失
敗
を
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
の
畑
で
６
種
類
の
梨
を
栽
培
し
て

お
り
、
「
露
地
栽
培
を
中
心
に
生
産

量
を
増
や
し
、
新
し
い
品
種
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の

意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

判
田
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日

田
梨
部
会
の
「
杷
木
山
園
芸
組

合
」
、
「
日
田
梨
研
究
同
志
会
」
の

会
員
で
す
。
こ
の
同
志
会
は
昭
和
44

年
に
若
手
の
生
産
者
た
ち
で
結
成
さ

れ
、
判
田
さ
ん
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

担
当
で
「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
日

田
梨
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
田
に
来

て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
作
り
に
な

れ
ば
」
と
語
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
10

年
後
、
20
年
後
は
、
「
日
田
梨
部
会

の
一
員
と
し
て
日
田
の
梨
産
業
を
動

か
し
て
い
け
る
よ
う
な
大
き
な
人
に

な
り
た
い
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

約
１
０
０
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て

い
る
日
田
の
梨
は
、
今
で
は
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
に
も
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
日
田
梨
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
次
の
世
代
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
同
じ
思
い
を

持
っ
た
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

農
業
は
、
朝
日
が
登
っ
て
か
ら
仕
事

を
始
め
、
日
が
落
ち
て
き
た
ら
終
わ

る
と
い
う
健
康
的
な
日
常
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
一
緒
に

そ
の
感
動
を
味
わ
い
、
日
田
の
農
業

の
未
来
を
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
」

と
判
田
さ
ん
。

　

判
田
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

判田晋作さん
しんさく
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成28年７月31日現在） 

■人口　
　67,918人
　（前月比－12人）
・男　32,087人
・女　35,831人
■世帯数
　27,244世帯

　　３Ｂ体操
　　６日㈫　午前11時～
　　★わくわく制作
　　（敬老の日プレゼント作り）
　　14日㈬、15日㈭
　　午前10時30分～
　　★チャレンジキッズ（敬老の日プレゼント作り）
　　14日㈬　午後３時30分～
　　療育事業（音あそび）
　　30日㈮　午前11時～ 午前９時～午後５時30分

月曜日休館（祝日開館）

子育てを応援します！
児童館・支援施設　９月の主な催し　

天瀬児童館　☎57８９２２

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　　ビーズ工作を楽しみましょう
　　10日㈯　午前10時～　　
　　敬老の日プレゼント作り
　　14日㈬　午前10時30分～
　　17日㈯　午前10時30分～
　　おしゃべり広場
　　28日㈬　午前10時30分～
　

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　６日㈫　午前10時～正午
●ランチｄａｙ
　15日㈭　午前10時～
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　16日㈮　午前10時～11時

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★敬老の日プレゼント作り
　６日㈫　午前９時30分～正午
　材料費100円、写真持参
★世代間交流
　14日㈬　午前10時～
　材料費100円
※持参物はお問い合せください。
★トッポンチーノワークショップ
　24日㈯　午後０時30分～
　参加費500円※別途材料費有。

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

　ベビーマッサージ
　６日㈫・27日㈫　午前11時～
　★カレンダー作り
　12日㈪　午前11時～
　★ママヨガ
　13日㈫　午前11時～
　★親子リトミック
　21日㈬　午前11時～

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★敬老のはがき描き
　13日㈫　　
　午前９時30分～正午　
★親子クッキング
　更生保護女性の会とお月見団子作り
　16日㈮　午前10時～正午
●８・９月生まれのお誕生会　
23日㈮　午前11時～
●リトミック
　26日㈪　午前11時30分～正午

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

　　敬老の日プレゼント作り　
　　14日㈬～17日㈯　
　　午前10時30分～
　　14日㈬～16日㈮
　　午後３時30分～
　　17日㈯　午前10時30分～
　●避難訓練
　　～災害について一緒に考えてみませんか？～
　　24日㈯
　　午前10時30分～

19 広報ひた　2016. 9. 1
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月生まれ９
　11月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。10月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）政策企画課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

ひかる
増永 光ちゃん
（１歳・三本松１丁目）

え ま
梶原瑛真ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

こうた
荒谷昂汰ちゃん
（１歳・藤山町）

りょうすけ
西山涼介ちゃん
（１歳・刃連町）

か な え
中島花奈咲ちゃん
（２歳・市ノ瀬町）

りたろう
河津李大朗ちゃん
（２歳・大山町東大山）

りゅう
木薮 龍ちゃん
（２歳・大山町西大山）

小畑蒼馬ちゃん
（２歳・中釣町）

みさき
秋吉岬輝ちゃん
（２歳・吹上町）

りゅうしん
中嶋隆心ちゃん
（３歳・下井手町）

はなえ
荏隈花衣ちゃん
（３歳・諸留町）

稲田陽飛ちゃん
（３歳・淡窓１丁目）

はるとみ の
合谷実乃ちゃん
（３歳・中津江村栃野）

りん
太田 凛ちゃん
（１歳・天瀬町桜竹）

そうま

日田市
子育て情報 ナビ

　お子さまに合わせた予防接種スケジュール
を自動で作成し、接種日が近づくとメールで
お知らせします。
　登録は無料となりますので、是非ご活用く
ださい。

▲「日田市子育て情報ナビ」
　　二次元コード
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65歳以上の一人暮らし高齢者世帯、高齢者のみの世帯等の皆さんへ

「万が一」のときに備えて、
緊急医療情報キットを配布しています

緊急医療情報キットとは？

　市では、急な病気や災害などの緊急時に備えた取組として、民生委員さんのご協
力の下、65歳以上の一人暮らし高齢者世帯や高齢者のみの世帯等を対象に、「緊急
医療情報キット」を配布しています。
　この緊急医療情報キットは、あらかじめ、かかりつけ医や持病などの医療情報、
緊急連絡先などの情報を記入した用紙を専用の容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管し
ておくことで、緊急時に駆け付けた救急隊員が搬送した医療機関に本人の情報を伝
える際に備えるもので、平成28年６月末現在で市内の約5,300世帯
に配布を行っています。（１世帯に１本の配布です）
　新たに緊急医療情報キットの配布を希望する世帯の人は、下記又は
お住まいの地区の担当民生委員さんにご相談ください。

▲

緊
急
医
療
情
報
記
入
用
紙

▲

緊
急
医
療
情
報
記
入
用
紙
を
入
れ
る
容
器

緊急医療情報キットの活用例

自宅で具合が
悪くなり、
救急車を呼ぶ。

駆け付けた救急隊員が
玄関の内側と冷蔵庫に
貼ったステッカーを確認。

救急隊員が
冷蔵庫の中にある
キットを取り出す。

記入された情報を
基に、適切な処置
を行う。

▲ステッカー２枚（玄関ドアの内
側と冷蔵庫に貼ってください）

問長寿福祉課長寿福祉係
　☎㉒８２９９（市役所１階）

 

平
成
2 8
年
熊
本
地
震
災
害
の

       　
　

義
援
金
を
寄
託

　

日
田
市
自
治
会
連
合
会
（
岩
里
諫
夫
会
長
）
は
、

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
災
害
に
対
す
る
義
援
金

３
２
５
万
２
０
０
円
を
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
県
益
城
町
（
８
月
４
日
、
２
０
０
万
円
）
及
び
由

布
市
自
治
委
員
会
連
合
会
（
８
月
10
日
、
１
２
５
万

２
０
０
円
）
を
訪
問
し
、
西
村
町
長
及
び
佐
藤
会
長

に
岩
里
会
長
が
現
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

義
援
金
を
受
け
取
っ
た
西
村
町
長
及
び
佐
藤
会
長

か
ら
は
、
日
田
市
民
の
心
遣
い
に
対
し
感
謝
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
組
は
、
平
成
26
年
の
広
島
土
砂
災
害
の

際
の
義
援
金
寄
託
に
続
き
２
回
目
で
、
自
治
会
の
皆

様
の
温
か
い
支
援
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

▲益城町西村町長に寄託

▲由布市自治委員会連合会佐藤会長に寄託
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